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作成日   令和  4年  10月  8日

訪問調査日 令和　4年  9月 21日

南信州の自然の中で長く暮らしてこられた方々が、馴染みのある環境の中で、最後まで本人らしく、
ゆったり落ち着いて暮らすことができるような支援に取り組んでいます。その為に、全職員が一つの
チームになれるよう人材育成をしています。また、法人の設立理念に基づき、中国残留孤児・婦人の方
の積極的な受け入れを行っています。中国語での対応の為、中国人スタッフも雇用。共用型通所サー
ビスも展開しており、口コミで利用してくれる方が増えてきました。認知症対応型サービス事業所は阿
智村では当事業所だけということもあり、地域における認知症啓発活動など、地域に根差した専門職
チームになれるようこつこつと取り組んでいきたい。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

近くを清流阿智川が流れ、一年を通しはっきりとした四季の趣きが感じられる豊かな環境の中に当ホームがある。
開設から16年目を迎え「ご利用者、ご家族様がここで暮らせて幸せと思って頂けるよう努力します」という運営理念
の下、職員のチームワークの良さを発揮し、きめ細かな目配り・気配りに心掛け、ゆったりとした気持ちで日々の生
活を送っていただけるように取り組んでいる。開設以来、地域に密着し開かれた施設として積極的に活動を続けて
きたが、この2年半の長い期間、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け家族会の開催や各種ボランティアの受
け入れ、認知症サポーター養成講座等の行事全てが中止という残念な状態が続いている。しかし、ホーム内で何が
出来るかを話し合い、「やってあげたい」の心を大切に利用者にストレスが溜まることの無いよう工夫をし日々の活
動を行っている。春の桜・花桃から秋の紅葉まで年間を通して天気の良い日には季節を肌で感じながら施設周りの
散歩を楽しんでいる。また、週1回は清内路地区にある「一番清水」の水汲み場まで気晴らしを兼ね、空のペットボト
ルを持ち美味しい水を汲みに出掛けている。更に、共用型通所サービスの利用者送迎の際にも交代で車に同乗し
ドライブを兼ね外出している。そのような中、今年6月には開設15周年の記念パーティーを内部で行い、中国残留孤
児の利用者や残留2世の職員が在籍していることからホーム内を中国風に飾り付け、中華料理を中心とした料理を
楽しみ、残留2世の職員が中国の衣装を身に着け中国の音楽を披露し楽しいひと時を過ごし15周年を全員でお祝
いしたという。新型コロナの影響で様々な制約を受けながらの活動が続いているが、アットホームな雰囲気が感じら
れるホームである。

基本情報リンク先

長野県下伊那郡阿智村駒場703-1所在地

グループホーム大地

1  自己評価及び外部評価結果

2092500020

法人名 特定非営利活動法人中部日中友好手をつなぐ会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

長野市松岡1丁目35番5号

コスモプランニング有限会社

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/20/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&JigyosyoCd=2092500020-00&PrefCd=20&VersionCd=022

評価結果市町村受理日令和　4年  9月  6日 令和　4年 10月 20日

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

(別　紙）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59
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